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『子ども見守り隊シート』活用のご協力をお願いします 

あいさつ運動を実施しているきずなの会部会では、『子ど

も見守り隊』シートを作成し車に掲示する事で子どもをとり

まく犯罪抑止、安全な見守りの一助とすべく活動していま

す。 

すでに、各事業所の方々や学校関係はじめ、ご賛同いただ

いた方々にご協力いただき活動は広がりをみせています。 

より一層の展開を図る為、ご協力だける方は、きずな事務

局までお問い合わせくだい。（☎４４－１１１３） 

せ 

『ちくら漁港朝市』のバーべキューが人気です！！ 

 ４月５日（日）、千倉漁港市場（荷捌き

所）に場所を変えて初の朝市は、ホテルな

ど宿泊施設や観光施設でのポスター掲示な

どの周知効果により、客足をのばし順調な

スタートとなりました。  

 会場では買ったものをその場で焼いで食

べる事の出来るバーベキューコーナーが人

気で、イカや伊勢海老、ホタテや干物な

ど、２ヶ所のバーベキューコーナーは順番

待ちが出来る程の人気となっていました。 

来場者は、地元の家族連れは勿論、つく

ば、埼玉、横浜、市原、鴨川など、 

遠方からの観光客も多く「千倉で、朝市をやっていると聞いて来たんですよ～！」 

「いいところを知る事が出来ました。毎月第一日曜日ですね！また来ます！」 

など、今後の展開のはずみとなる声が聞かれました。 

 朝市は、今後もより一層の周知展開を図り地域活性化に務めて行きます。 

皆様のご来場お待ちしております♪ 

 ー 焼きたて魚貝に舌つづみ ー 

平成２７年５月 

第５８号 

※平成２７年４月２８日現在の情報です 
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南房総みんみんネット 

きずな通心は、インターネット上でも 

ご覧いただけます。（カラー版） 

検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

 

http://civil.mboso-etoko.jp/ 

 市民活動のかわらばん 

 「南房総みんみんネット」 

千倉地域づくり協議会『きずな』 

事務局のブログ 

協議会の活動や地域の情報、 

事務局のことなど不定期更新中 

ぜひチェックしてください！ 

 

千倉地域づくり協議会 ブログ 検 索 

http://ameblo.jp/chikura-tiikidukuri/ 

 毎月第３日曜日に実施している千倉海岸の美化活動（ビーチクリーン 

 活動）を『きずな』は応援しています。 

※ゴミ袋は用意します。 

 手袋や飲み物は各自でご用意ください 

 

[主催：千倉海岸美化推進委員会] 

 ■ 日 時：５月１７日(日)午前９時開始 （３０分程度） 

 ■ 場 所：南千倉海岸 （川尻橋北側駐車場に集合）  

安房の名工『初代後藤義光』作品見学会 を行いました                 

     ～荒神社ー大徳院ー愛宕神社ー住吉寺ー寳珠院－勝善寺～ 

左上：荒神社 脇障子「獅子の滝浴び」 

中上：大徳院 石造地蔵菩薩坐像 

右上：愛宕神社 賓頭盧尊者像 

住吉寺：中備「親子龍」 

寳珠院：扁額        

   ４月１２日(日)豊山海部会では、初代後藤 

義光２００年祭の一環として、第２回作品見学会 

（南房総地区）を開催しました。  

 連日雨模様の中、唯一の晴天に恵まれた当日は、 

会員の諏訪彰義氏がガイドを務め義光の１４歳か 

ら、８８歳までの作品を巡る見学会となりました。 

 １４歳の作、賓頭盧尊者像（愛宕神社）からは 

幼少期からの義光の才能の高さが伺われ、「触れ 

た所が良くなるとの」事から作品をさすり、義光 

の作品をじかに触れる事のできる時間を過ごしま 

した。勝善寺では、手挟みでは珍しい龍を配した 

『波に龍』や『蓮』など８８歳最晩年の圧巻の作品を拝観し、 

 「粗彫りといわれる義光ですが、決してそんな事は無く、細部まで丁寧に彫り込まれて

います。」との解説を随所に感じる事の出来る見学会となりました。 

 的確な解説に「次回も是非！」との希望者が多く、５月１０日（日）の見学会にはキャ

ンセル待ちをしても参加を・・・という、希望者が多くいました。豊山海では今

後もこの様な活動を続け、地域の宝の掘り起こしに努めていく予定です。 

解説を聞き入る様子（住吉寺） 

に高家神社、高家庖丁会が！ 

 『和食』が世界的に認められ、ユネスコ無形文

化遺産に登録されたことをきっかけに、日米合作

映画『和食ドリーム』が上映されました。 

 映画は、アメリカで和食文化を育てようと、人

生を掛けた人達を紹介したドキュメンタリー映

画。 

 この映画には、銀鱗荘『ことぶき』の清宮信英

氏や『きずな』会員の『政右ヱ門』の堀江洋一氏

や、『魚拓荘 鈴木屋』の鈴木健史氏が、包丁人の

命ともいえる庖丁に対する思いを語っての出演と

なりました。 

 また、庖丁式や高家神社も映し出され、日本で

唯一料理の神様を祀った高家神社が、世界に知ら

れる大きなきっかけとなりました。 

 高家学ぼう会では、高家神社の大祭の周知や、

庖丁式をデザインしたシールを活用し、地域の特

産品を広めて行くなど活動しています。新たな展

開を模索し、グローバルな発展に益々期待が高ま

ります。 

映画のインタビュー風景（昨年５月１７日、春の例大祭にて） 

勝善寺：手鋏み「波に龍」 
        「蓮」 

日米合作映画 

前号発行の平成26年４月第45号は、平成27年４月第

57号の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。 


